
グループホームコスモスあもり

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護保険法指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

・推進会議や認定調査の際、市の職員と話
をしたり、会議のお願いに出向いたり、事故
報告に出向いている。
・あんしん相談員には、その都度意見を聞
き参考にさせていただいている。

例年であれば市のあんしん(介護)相談員の来訪が1ヶ月に1
回あり利用者と懇談している。介護認定更新調査は家族と
連絡を取り合い調査員がホームに来訪し居室にてパーテー
ション越しに行われている。市保健所主催の新型コロナウィ
ルスについての研修会があり、出席した職員がその内容を
ホーム内でも伝え、実践している。平常時には安茂里地区
のオレンジカフェへ利用者が交代で参加している。

・3ヶ月に一度、身体拘束の研修を職員会の際行
い、その都度拘束に値する事がないか、確認し
話し合ったり、センサー対応の方にも必要かどう
か検討している。玄関の施錠は出来るだけ掛け
ないようにしているが、帰宅願望のある方もある
ので、散歩したり声掛け工夫している。

ホームとして拘束のないケアに取り組んでいる。帰宅願望の
強い利用者がいるが、話をしたり、時折外へ散歩に出掛け
たりして気分転換を図ってる。転倒リスクを避けるため家族
と相談しセンサーや鈴を使用している利用者がいる。3ヶ月
に1回行われる職員会での研修や本部の老人保健施設で行
う研修会で身体拘束ゼロに向けた研修を受け、職員間で共
有し意識を高めている。

・地域の行事や安茂里地区介護保険事業
所として参加し、マップを作り事業所を知っ
てもらったり「何でも相談会」を2ヶ月に1回行
い交代で参加している。地域の方にも参加
いただける研修会も年1回計画している。

・二ヶ月に一度、会議にて事業所の報告をし、質
問や意見を聞き地域の理解を深めて頂いてい
る。会議の後昨年度は、入居者様と会食の時間
を持ったり、地域の方にも避難訓練に参加して
頂き意見交換をすることができた。

奇数月の第3木曜日に家族代表、地域の方々、ボランティ
ア、区長、民生委員、市高齢者活躍支援課職員、地域包括
支援センター職員、ホーム職員の出席で開催している。7月
の運営推進会議は3密を避けホーム2階会議室で行ったが、
その後は、新型コロナウィルス禍ということもあり書面で近況
報告・活動報告等を行い、意見・助言などを頂き、運営の向
上に役立てている。運営推進会議の委員に防災訓練にも参
加をいただき、避難した利用者の見守りなどをお願いしてい
る。

職員会の前には、全員で声に出し共有して
いる。年に3回面接をし、理念に対して取り
組めているか話を聞いたり、年度当初職員
会の際一人一人考えて意見をだしてもらっ
ている。

法人の「基本理念」と行動規範ともいうべき「私たちの決意」
があり、また、ホーム職員が話し合い作った独自の「グルー
プホームコスモスあもり運営理念」がある。年度当初、理念
を基に前年度の活動を振り返り、その年度を如何にしていく
か、また、どうしたら理念に沿った支援に取り組めるのか話
し合い、共有に努めている。ホームの運営理念はパンフレッ
トに掲載し、家族にも家族会の席上で説明している。職員の
定着率も良く、理念を十分理解し日頃の支援に当っている。

地域での、一斉清掃、防災訓練、オレンジカフェ
へも交代で参加している。年1回の安茂里地区
の「アモーレフェスタ」には安茂里地区の介護事
業者の集まりであるあかね会として職員参加し
ているが、今年度はコロナ感染症の為中止して
いる。

ホームとして区費を納め、回覧板で地域の情報を確認し、防
災訓練や一斉清掃に参加している。今年度は新型コロナ
ウィルスの影響を受け、例年実施している地区の運動会の
見学、中学生の職場体験の受け入れ、歯科衛生士を目指す
専門学校生の実習の受け入れ等が中止となっている。そう
した中でも、コロナウィルスが下火となった一時期、唱歌と童
謡を愛する会、アニマルセラピーなどのボランティアがホー
ムを訪れビニールの仕切り越しに利用者と交流したという。
平常時には楽器演奏や大正琴、風景紹介等のボランティア
の来訪も定期的にあり、利用者も楽しんでいる。

　（別紙の２）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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グループホームコスモスあもり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

・職員育成質の向上の為に、経験と実績の
ために研修の呼びかけ、働きかけている、
法人の研修には出来るだけ参加促してい
る。

・職員の意見には耳を傾け、働きやすい職
場になる様、勤めている。職員との面接の
際でた意見は、他の職員にも伝え改善でき
るところは、話し合いにて良い方向に持って
いけている。

職員会議を毎月第1火曜日の午前中に開催し、行事・事故・
研修などの報告や防災訓練の反省、業務改善事項やケア
ブランの検討などを行い、職員の意見を汲み上げ運営に役
立てている。法人として人事考課制度があり、職員は年間目
標を立て半年毎に自己評価を行い、年3回管理者による個
人面談も実施しし、希望、気づき等を話し合いスキルアップ
に繋げている。また、職員はストレスチェックを年1回受け、
また、年間4日間のリフレッシュ休暇も通常のシフトに組み込
み鋭気を養っている。

・職員の質の向上に向け、研修への働きか
け、内部研修を行っている。勤務に関して職
員の希望に添った勤務体制、無理のない勤
務になる様に配慮、有給等希望にて使い、
働く意欲、向上心が持てるようにしている。

・料金の改定の際には、説明し同意書をとっ
ている。今年度は、コロナ感染症のため家
族会も行えてなく、電話で説明、郵送にて同
意書頂いている

・家族会では、担当職員とケアプランの確
認、意見交換、また、苦情箱を設置している
ことも説明しているがほとんど、苦情箱の利
用はない。面会の際や電話での問い合わ
せに対応している。

職員は日ごろ寄り添う中で表情や態度で判断し、利用者の
意見・要望に合わせた支援に取り組んでいる。新型コロナ
ウィルス禍の前、家族の来訪は毎日～月1回位まで様々で
あったが、現在、玄関にて県内在住の家族との面会をビ
ニール越しで行い、担当者より気づいたことを細かく話して
いる。コロナウィルス禍ということで自粛しているが、例年で
あれば、家族会が年1回、6月の父の日に母の日と兼ねて開
かれており、食事会や家族より利用者へのメッセージカード
を渡すなど、楽しいひと時を送っている。そのような中、ホー
ムの新聞、「コスモスあもり」が毎月発行され、行事の様子等
が写真で紹介されている。また、毎月、個人別のお知らせと
して担当者より生活記録が請求書に同封され家族からも好
評を得ている。

不適切なケアや言葉による虐待がないように心
掛けたり、お互い職員の言葉掛けに耳を傾ける
ようにしている。利用者に対しても毎日、不適切
な内出血がないか確認している。法人として年1
回の研修全員受けている。

・職員の勉強は不十分、成年後見人の存在
が本人の権利を守ることになることを理解し
てもらっている。
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グループホームコスモスあもり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

・あさま・しなの合同での場を設けたり、利用
者の良いところを認め合ったり、皆で楽しめ
るものを促している。一人一人孤立しない様
にしている

・家族が面会に来られた時は、日頃の状況
を詳しくお知らせしたり、本人の希望や、足
りない物をお願いしている。また家族との写
真を撮り室内に飾らせていただいている。
毎月の様子を生活記録でお知らせしてい
る。

長い間の利用になると、馴染みの人が訪ね
て来ることもないが、親戚からの果物が届
いたりし懐かしがられたり、お弟子さんが訪
ねて来たり電話を掛けてくる事もある。

平常時でも利用者の高齢化に伴い馴染みの方の来訪が少
なくなっているが、新型コロナウィルスの影響下、受け入れ
は自粛している。平常時であれば近所の方やその他以前か
らの知り合いの方の来訪があり、来訪者については家族か
らの許諾を得て、連絡も取っている。また、例年であればお
盆やお彼岸、年末年始に自宅へ一時帰省する利用者もいる
が今年は自粛している。馴染みとなった近所の理容院や店
に出掛ける方もいる。2ユニットはいつでも行き来でき、利用
者同士声を掛け合って１日を過ごしており、また、誕生日会
はユニットごとに行っており、別ユニットの利用者からもお祝
いの声がけがあるという。

本人や家族の状況に合わせ、今できる事、
これから必要な事を見極め提案させて頂
き、少しずつ馴染み安心して利用できるよ
う、支援している。

利用者の思いや悩みに耳を傾け、一人一
人しっかり話を傾聴し時には人生の先輩と
して教えて頂きながら信頼関係を築いてい
る。

サービスを導入するに当たり事前に、情報
提供をもらったり、事前面接をを行い本人よ
り話を聞いたり、ご家族の意向も聞き、不安
なくサービスが受けられるようにしている。

家族の困っていることや、思いを受け止め、
納得が行くまで話を聞いたり、事業所で出
来る事を提案し、安心してサービスが受け
れるよう家族との信頼関係を築けるようにし
ている。

・安茂里地区介護事業所会議、「あかね会」には
毎月参加、年2回研修も、外部の方を呼んだり地
域の方も参加出来るようなものも計画し、質の向
上に努めている。今年度はコロナ感染症の為、
会議、研修共に行えてない。
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グループホームコスモスあもり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

・日々の様子や変化など、記録として残し、
職員間で共有し、次回の介護計画の見直し
に活かしている。またひやりはっとを多く挙
げ、共有できるようにしている。

・外出･買い物・他科受診の送迎･付き添い
など、一人一人に合わせたサービスを心掛
けている。　今年度は、５月、健康診断の帰
り、近くの公園に寄ったりドライイブを楽しん
で頂いた。

・日々の生活の様子、心身状態を把握し、カ
ンファレンスでは職員より意見を聞き、チー
ムとして良いものが提供できるよう努めてい
る。

・入所時、本人・家族の意向、思いを聞き、
介護計画を作成。初回は二週間、その後
三ヶ月ごとにモニタリング・カンファレンスを
行っている。入院、状態の変化などあれば、
その都度見直している。

職員は1～2名の利用者を担当している。入居後2週間はモ
ニタリングシートを使い様子を見て利用者の意向も聞き計画
を作成しケアに取り入れている。その後は3ヶ月に1回、担当
職員が長谷川式スケールを使いその時点での利用者の状
態を把握しカンファレンスに参加し、管理者とケアマネー
ジャーが職員や家族の希望も取り入れプランを作成し、変化
があれば随時見直している。

･本人の意向は出来るだけ傾聴するよう努
めてはいるがなかなか難しい。興味を示す
事柄や思いを、日頃の様子や会話の中から
感じ取り、職員間で意見を出し合い共有して
いる。

職員は日々の支援の中で一人ひとりの利用者の思いや意
向を把握するようにしている。また、発語が難しい方につい
てもホーム利用前からの生活歴やできること、得意なこと、
嗜好などを把握し、何を訴えたいか近くにいて意向を推し測
るようにしている。更に、入居後の日々の状況を申し送りノー
トに記録し、職員間で情報を共有し意向に沿った支援に取り
組んでいる。新型コロナウィルス禍以前には利用者の意向
に沿い、すぐ、ホーム近くの公園に出かけドリンクを飲んだ
り、コロナウィルス以後も、塗り絵や刺しゅう等の好きなこと
をしたいという声に即対応し、利用者を受容するという姿勢
を貫いている。

・家族より入所時に話を聞いたり、前の事業
所の方や友人の面会の際、情報をもらうな
どして、これまでの生活の積み重ねが出来
るようにしている。

・同法人内へ退所された方には、機会をつく
り面会に行っている。また他の事業所に行
かれた方にも依頼があれば、情報提供して
いる。
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グループホームコスモスあもり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13）○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

・年二回防災訓練を行い、内一回は有料老
人ホームと合同で、火災･水害･夜間想定な
ど、その都度想定を変えて行っている。消火
器の使い方も定期的に確認している。今年
度は消防署立会いなしでの訓練となった。

6月と11月の年2回、消防署の指導をいただき防災訓練を実
施している。6月は隣接の有料老人ホームと合同で行い、火
災想定の消火訓練、通報訓練、緊急連絡網の確認を行い、
消火訓練では利用者を全員外へ避難させて訓練を実施して
いる。11月には消火訓練、水害避難訓練を行い、利用者全
員が隣接有料老人ホームの2階までエレべーターを使って
避難している。また、隣接有料老人ホームは地区の福祉避
難所となっており、ホーム近くの小河川の氾濫に備えて土嚢
なども準備され、「水」などの備蓄も確保されている。

・入所時契約の際、重度化した場合や終末
期について説明し、理解して頂いている。家
族の意向や職員の意見を聞きながら、今後
の方向性を話し合っている。

法人としての重度化や終末期に対する指針があり、利用契
約時に説明し同意を頂いてる。利用者が重度化に到った
時、改めて家族と細かく話し合いを重ね、家族、医師、看護
師、ホーム職員で相談し意向に沿った支援に取り組むように
している。開設以来、急変での看取りはあるが、同意後から
最期までの一連の流れを経て看取りを行ったことはない。医
療行為が必要となるぎりぎりまでお世話をさせていただいた
利用者は数多く有り、その都度、家族から感謝されている。

・職員会議や防災訓練、法人内研修で救急
救命を学び、定期的に確認している。また、
目に付く所に事故発生時の対応マニュアル
を掲げている。

・往診時に相談、または適宜連絡をし、指示
をもらっている。処置や薬の変更があった際
は、ノートやホワイトボードで情報を共有し
ている。

・今年度はコロナウイルスの為面会中止と
なり、電話にて病院関係者より情報をもらっ
たり、地域連携室や家族と連絡を取り合っ
た。

・近所の床屋さんを長年利用、外出の際は
ボランティアさんの力を借りている。地域の
行事やオレンジカフェにも参加しているが、
今年度はコロナウイルスの為参加していな
い。

・全体往診と一人往診が月一回ずつあり、随時
追加往診可能となっている。希望にて他科受診
される方もおり、訪問歯科も受けられる。

基本的に入居以前のかかりつけ医を継続できるようになっ
ている。法人内のクリニック医師によるホームへの往診があ
ることから、その医師に変更する利用者が殆どで、全利用者
が全体往診と個人ごとの往診の、月2回の往診を受けてい
る。また、法人の看護師が医師の往診時に同行しており、利
用者の健康管理を行い、必要に応じ連絡を取り合い万全を
期している。内科以外の専門科目の受診については家族が
同行している。歯科については個別に訪問歯科の往診を受
け、歯科衛生士も月1回来訪し、利用者の口腔ケアに当って
いる。更に、薬剤師と連携しており、医師の往診の前に服薬
について相談をしている。
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グループホームコスモスあもり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

・量や形態はその人に合ったものを提供し
ている。食事量の少ない人には栄養補助食
品、水分不足の人には飲みやすい物など、
個別に対応している。

・仕上げ介助し、一人一人に合わせ、マウス
ウォッシュ・歯間ブラシ等使用している。月
一回歯科衛生士の指導を受け実践してい
る。

・外出や行事の際は、自分で服を選んでも
らったり、化粧品を持っている方には、使え
るようわかりやすくしている。

・皮むきや盛り付け、食器拭きなど、その人
ができる事を行なえるよう支援している。誕
生日には食べたい物やケーキを選んでも
らったり、恵方巻作りやクリスマスケーキ作
りなど季節ごとのメニューも取り入れてい
る。

若干名の方が一部介助となっているが殆どの利用者が自力
で食事を摂ることが出来る。食形態についてはキザミの方や
ミキサーの方が半数近くいるが、他の利用者は常食となって
いる。献立は法人の老人保健施設のものを参考に職員が調
理し提供している。職員と一緒に楽しい食事の時間を過ご
し、下ごしらえ、茶碗吹きなど、お手伝いも利用者の出来る
範囲で参加していただき張り合いのある生活に繋げている。
また、誕生日には昼食に好きな物を提供し、3時のお茶には
ケーキでお祝いをしている。更に、雛祭り、彼岸、正月等に
は季節に合わせた行事食を楽しみ、ニラせんべい・干し柿・
沢庵なども手作りし、ケーキやフルーツバイキングなども
行っている。今年度は庭のミニ菜園でキュウリ、シソ、トマト、
ピーマンなどの野菜作りも行い食卓を彩ったという。

・こちらの思いを通すのでなく、自己決定で
きる場面作りや、声掛けに努めている。自
己決定が難しい入居者には、二者択一な
ど、工夫している。

・入浴やその日の予定により、こちらで決め
てしまう事も多いが、できるだけ希望に添え
るようにしている。

・言葉遣いや対応について、職員会議など
で再確認し、お互いに意識して気を付ける
様にしている。

利用者の気持ちに配慮し、言葉遣いには気を付けて接し、
特に、声がけのトーンには気配りをしている。本部ともいえる
同じ法人の老人保健施設で毎年度行われる接遇研修で人
格の尊重、誇りやプライバシー保護について学び実践してい
る。また、新人研修ではプライバシー保護や個人情報保護、
人権擁護などについて学ぶ機会があり、職員は順守してい
る。入浴介助や夜間のトイレ介助での異性介助についても
信頼関係ができているので利用者が異性を拒否することは
殆どないという。居室への入室の際にもノックをし「失礼しま
す」と声掛けをするようにしている。
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グループホームコスモスあもり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16）○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

・外出行事ができなくなってしまった為、天
気の良い日は外でレクリエーションをした
り、ベランダを散歩するなどして気分転換を
図っている。

外出時に車イス使用方が三分の一弱で歩行器・シルバー
カーを利用する方も多くなってきている。天気の良い日には
隣接有料老人ホームと繋がる敷地内を散歩している。今年
度、外出は自粛しているが、6月から7月にかけてのコロナ
ウィルス下火の時に、法人内クリニックでの健診の帰途、公
園に立ち寄ったりしたという。また、平常時には年間の外出
行事を立て、花見、善光寺参り、七夕見物等に家族の協力
もいただきながら出掛け、外の空気に触れている。この秋は
気分転換も兼ね運動会を行うなど、ホーム内で楽しめるよう
に工夫をしている。

・処方箋は職員がいつでも目を通せるよう
にしている。薬の追加や変更はノートで確認
できるようにしている。また、服薬マニュアル
を作成し、誤薬のない様投薬時には名前や
日付を声に出して確認している。

・その人ができる事を活かした役割りが持て
るよう職員間で情報を共有しながら、提供し
ている。裁縫が得意な方には、雑巾縫い
や、ほつれた衣類の補修などして頂いてい
る。

・曜日や時間帯は決めてしまっているが、外
出･面会がある時や、体調不良時は、その
都度変更して対応している。

毎週月曜日から土曜日まで入浴することができ、1日3名の
入浴を目安に行い、基本的に週2回の入浴を行っている。全
利用者が何らかの介助を必要としているが湯舟に浸かるよ
うにし、難しい方はシャワー浴で対応している。現在、風呂嫌
いの方はおらず、拒否のある時は時間を変え、職員や言葉
を変えて誘い入浴に繋げ、入浴するしないにかかわらず下
着を毎日替えている方もいる。季節により「菖蒲湯」や「ゆず
湯」等も楽しんでいる。

・空調・寝具の調整、パジャマ更衣等、一人
一人に合わせ、安眠を支援している。
午睡の習慣がない方にも、その時々の状況
で、少しでも休めるよう支援している。

・排泄チェック表を利用し、一人一人の排泄
パターンを把握しながら、声掛け･誘導して
いる。

布パンツの方が三分の一弱おり、リハビリパンツとパット併
用の方が半数、布パンツとパット併用の方、オムツの方が数
名という状況で、できるだけトイレで排泄するようにし費用の
削減に繋げている。夜間のみポータブルトイレ使用の方が
若干名いるが、職員は排泄チェック表でパターンを把握し、
食前、食後、就寝前に定時誘導している。排便は自然排便
を促すように水分摂取に心掛け、おやつにはさつま芋等、繊
維質の多いものを提供している。

・食事やおやつを工夫したり、毎日牛乳を、
週一回飲むヨーグルトを提供、水分摂取や
運動も促している。
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グループホームコスモスあもり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

・トイレの場所の提示、また、家族の了解を
得て、ドアや布団に鈴を付けたり、センサー
を使用し、事故防止に努めている。

・居室にて一人の時間を過ごしたり、気軽に
声を掛け合えるよう状況や希望に合わせ
て、席替えをするなど工夫している。

・使い慣れた家具や馴染みの物を持参して
もらったり、家族の写真や手紙、本人の写
真を飾るなど、居心地のいい空間になる様
工夫している。

各居室は毎朝、利用者、職員一緒に掃除を行い綺麗な整理
整頓された居室となっている。居室内には大きなクローゼッ
トが配置され、衣服、下着等の整理用タンスやハンガーラッ
クなども置かれスッキリとした広い空間となっている。壁には
孫・ひ孫・家族の写真、父の日や母の日に送られた家族から
のメッセージカード、誕生日のお祝いカード、自ら制作したぬ
り絵等が飾られている。また、遺影や電池式のろうそくなどを
置いたり、テレビを持ち込まれている方もおり、一人ひとりに
合わせた居室づくりがされている。

・携帯電話を持参している方もおり、自由に
やり取りされている。ホームに掛かってきた
電話は、必要に応じて取次ぎをしている。毎
年、家族への年賀状は担当職員と入居者
が一緒に書いている。

・温度・湿度の調節、換気を日々行ってい
る。季節ごとの飾り付けをしたり、廊下には
日々の様子や行事の写真を貼り出してお
り、廊下を歩く際の楽しみとなっている。

事務所を中心に両ユニットが廊下で繋がり、自由に往来が
できることから利用者同士の交流も盛んに行われている。ま
た、新型コロナウィルス禍ということもあり、運動会、カラオケ
等、室内で楽しめよう職員が工夫し全利用者が参加できるよ
うにしている。また、ホールと廊下の間の掲示パネルには運
動会や行事の時の写真が飾られている。ホームの外観同
様、明るい雰囲気の中で、キッチンも対面式でリビングでくつ
ろぐ利用者と食事の準備をする職員とが気軽に声を掛け合
うことができ、和やかな雰囲気を醸し出している。

・お金の管理は管理者が行い、お小遣いが
足りなくなったら、家族にお願いしている。必
要な物は家族に依頼、または担当職員が買
い物を代行している。
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